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はじめに

日本野球連盟（以下、「当連盟」という。）は、２０１９年に始まった新型コロナウイルスの感染拡大により、翌２０２０年には夏開催予定の社会人野

球日本選手権大会を始めとし、ほぼ全ての主要大会を中止とすることを強いられ、開催できたのは秋の都市対抗野球大会のみでした。その都市対抗野球

大会も多くの入場制限があり、入場数が激減しました。翌２０２１年もコロナ禍は終息が見えず、２年続けて大幅な赤字を計上し、当連盟の運営に支障

をきたす事態となりました。そんな状況の中、スポーツ庁が策定した「スポーツ団体ガバナンスコード」に基づき、２０２２年４月に「第１期JABA中期

基本計画」を、また、「人材の採用及び育成に関する計画」並びに「財務の健全性に関する計画」をそれぞれ策定し取り組んでまいりました。

それぞれの計画の成果を検証し、次の４年間に向けた第２期中期基本計画を策定するにあたっては、「人材の採用及び育成に関する計画」並びに「財

務の健全性に関する計画」を中期基本計画の中に記述することとしました。第２期中期基本計画は、大きく減少した正味財産を徐々に復元させ第３期中

期基本計画終了（2033年度）時までにコロナ禍前の２０１９年以前の水準まで戻し、盤石な財政基盤を築くことを優先課題としました。２０２６年１月

２１日にＪＡＢＡ事業委員会で議論し、同年２月５日の業務執行会議で改めて説明、同年２月１７日の定時理事会で承認されました。

第２期中期基本計画の最終年度の２０２９年度には、当連盟設立８０周年、第１００回都市対抗野球大会という記念すべき年を迎えます。当連盟は、

定款に定めるとおり、「野球競技の普及振興を図り、もって児童・青少年の健全な育成及び国民の心身の健全な発達に寄与し、または豊かな人間性を涵

養すること。」を目的とし、安定的に事業を継続していきます。そのために、当連盟の人材の充実や財政の健全化、財源の安定的な確保に向け計画的に

取り組んで参ります。

２０２６年２月

公益財団法人 日本野球連盟

会長 清野 智
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Japan Amateur Baseball Association

Ⅰ．MISSION （私たちの存在意義。社会のために使うべき使命）
私たちのミッションは野球で日本を元気にすることです
私たちのミッションは野球を通して成長し次世代につなげることです
そして地域から応援され地域を活性化していきます

Ⅱ．VALUE （ビジョン、ミッションに近づくための行動基準・行動指針）
野球を愉しみスポーティングスピリットを育んでいきます
コミットメントを可能にし価値を上げることを追求します
科学的アプローチによるアスリートの育成を強化・最適化します
オープンシェアにより社会人野球の存在価値を加速させます

Ⅲ．VISION （創り上げる世界観。中長期的イメージ。ワクワクするもの）
『文化』として語られる野球界を創っていきます

Ⅳ．Brandslogan
『JABA FAIR AND SQUAREー正々堂々と。ー』



１．第１期中期基本計画(2022-2025)の活動・目標に対する評価
（１）活動内容と評価

★都市対抗野球大会のステータスアップ

①中期目標

基本的な開催時期は７月中旬から下旬ですが、観客動員は開催時期によって左右されるため、改めて開催時期について検討します。

また都市の代表、地域の代表が戦う大会として、地域色を全面に出す大会運営を目指します。

②活動内容・実績

▽開催時期について

・２０２５年から２年間は８月下旬～９月上旬に開催しましたが、全日本クラブ選手権大会や日本選手権予選との間隔が短く、チーム側の調整等に

負担がかかりました。２０２７年度からは７月中旬開催に戻る予定です。

・大会の秋冬開催については困難な状況ですが、引き続き東京ドームと協議していきます。

▽「地域色」のアピールについて

・２０２３年大会から応援団コンクールをリニューアルし、「地域色」を主要なテーマに掲げました。

▽その他

・ライブ配信視聴者数は２０２２年の約２２６万人から２０２５年は約５２８万人へと大幅に増えました。

・大会協賛企業は２０２２年の２社から２０２５年は１６社へと大幅に増えました。

・コロナ禍で中止した出場全チーム参加の開会式を２０２４年大会から再開しました。

・２０２４年大会から大会期間中に「キッズデー」を設け、各種子供向けイベントを実施しています。

・２０２３年大会から、午前中に試合がない一日を利用してグラウンド開放を行い１００組以上の親子を招待しています。

【二大大会の運営に関する改善】
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１．第１期中期基本計画(2022-2025)の活動・目標に対する評価
（１）活動内容と評価

★社会人野球日本選手権大会開催・運営に関する再検討

①中期目標

１９７４年の大会発足以来、補強制度がある都市対抗に対し「単独チーム日本一決定戦」を謳っていましたが、観客動員の伸び悩みから２００７年より

「年間王座決定戦」という位置付けに変更しました。改めて「年間王座決定戦」の効果を検証し、新たな方向性を定めます。

②活動内容・実績

▽「年間王座決定戦」の位置付けについて

・位置付けにとどまらず大会の在り方全体について検討しています。第2期中期基本計画の期間中に新たな方向性を打ち出します。

▽その他

・ライブ配信の視聴者数は２０２２年の約１２４万人から２０２５年は約１８９万人へと増加しました。

・協賛企業の本格的なセールスに取り組み、毎年７～９社を獲得しています。

・２０２５年大会から期間中に「キッズデー」を設け各種子供向けイベントを実施しました。

・２０２４年大会から都市対抗同様に「応援団コンクール」を実施しています。

★クラブチームの競技力向上

①中期目標

クラブチームの技術力向上のため試合機会を増やします。また、クラブチーム全体の底上げを図るために、各地区におけるクラブチーム技術研修会を

充実させていきます。

②活動内容・実績

・各地区連盟が主催する「クラブチーム技術研修会」はコロナ禍で一時開催が途絶えていましたが、２０２３年以降、徐々に開催が増えています。

・各地区のクラブ選手権が継続的に開催され、試合機会を提供しています。

【クラブチームの育成】
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１．第１期中期基本計画(2022-2025)の活動・目標に対する評価
（１）活動内容と評価

★NF並びに各地区連盟等のガバナンス強化

①中期目標

スポーツ庁が策定した「スポーツ団体ガバナンスコード」13の原則に基づき強化を図っています。

地方組織に対するガバナンスの確保、コンプライアンスの強化等に係る指導、助言及び支援することも求められており、積極的に取り組んでいきます。

②活動内容・実績

▽女性理事・評議員の起用

・２０２５年５月役員改選時で女性理事は４名となり、２０２２年当時の１名から４倍に増え、全理事の18.2％となりましたが、スポーツ庁が求める

40％（９名以上）には遠く及びません。目標達成のため、２０２３年4月の定時理事会において「各地区連盟における女性理事を24年度各地区連盟の総会

（理事会等）までに１名以上を選出する」「女性理事割合40％の目標達成時期は27年評議員会（役員改選）とする」ことを定めました。

・２０２５年５月に評議員選任を行い、女性評議員は４名で全評議員の11.4％となりました。スポーツ庁の求める40％（14名以上）を達成する

ための具体的な方策として、加盟団体や関係企業に対し女性評議員の推薦をお願いし、2029年５月の役員改選時に女性評議員割合40％達成を目指す

こととしました。

▽地方組織のガバナンスの確保、コンプライアンスの強化等

・２０２２年度2月定時理事会で、地方組織に対して理事の定年制（70歳）及び在任期間（連続して10年を超えてはならない）等を要望しました。

・２０２３年度より３年に１度、ＪＡＢＡ本部による各地区連盟、また各地区連盟による各加盟地方団体に対する、経理状況のチェックを

実施することにしました。

【ガバナンスの強化】
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１．第１期中期基本計画(2022-2025)の活動・目標に対する評価
（１）活動内容と評価

★企画広報委員会・実施計画に基づく役割遂行

①中期目標

２０２１年５月に発足した「ＪＡＢＡ企画広報委員会」（PPR）を通じて社会人野球の価値向上に取り組んでいます。

②活動内容・実績

・地区レベルでの大会の盛り上げが重要との観点から、ＰＰＲを通じて各地区間の情報交換を積極的に行い、ＪＡＢＡ大会における「ボールパーク化」

「イベント化」を促進しました。

・新たな野球の形として「７イニングス制」に注目し、各地の大会で実施検証を行いました。

・２０２４年度から「ＪＡＢＡ事業委員会」を発足させ、ＰＰＲで取り組んでいた課題の一部を事業委員会に移管。社会人野球の価値向上のため、

各ＪＡＢＡ主催大会の運営方法の検討などに取り組んでいます。

【社会人野球の価値向上】
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１．第１期中期基本計画(2022-2025)の活動・目標に対する評価

①都市対抗野球大会・社会人野球日本選手権大会関係
・入場者数推移（公式入場者数・有料入場者数）
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・協賛社数・協賛金額推移
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１．第１期中期基本計画(2022-2025)の活動・目標に対する評価
・物販事業収益推移(JABAグッズ収益も含む)
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②広報活動関係
・JABA公式SNSフォロワー数(2026年１月15日現在)

X(旧Twitter) 18,260人

Instagram 15,000人

Facebook 8,981人

JABAステーション登録者数 25,200人



１．第１期中期基本計画(2022-2025)の活動・目標に対する評価

◼ 新規実施イベント一覧 （都市対抗野球大会）
• 応援団コンクール
• 出場自治体PRブース設置
• スタジアムDJの起用
• キッズベースボールデー

 -エスコートキッズ
 -キッズインタビュー
 -グランドでかけっこ
 -バックヤードツアー＆勉強会
 -チアダンス披露

• 野球体験ブース設置
• グランド（東京ドーム）解放
• 海外へ寄贈する中古野球用具の受付
• 野球殿堂博物館とのタイアップイベント実施
• 能登地震被災地招待

【第96回大会（2025年）キッズインタビュー】 【第96回大会（2025年）勉強会】

【第96回大会（2025年）グランドでかけっこ】
【第96回大会（2025年）野球体験ブース】

【第96回大会（2025年）グランド開放】
11

（２）参考資料



１．第１期中期基本計画(2022-2025)の活動・目標に対する評価

◼ 新規実施イベント一覧 （社会人野球日本選手権大会）
• 大阪市（共催）タイアップ行事等

 -市役所ロビーにてPR活動（展示）
 -広報媒体（広報誌及び公式サイト等）へのPR記事掲載
 -シニアデー（招待）

• 関西地区小中高校生野球チーム招待
• 注目選手記者会見
• レジェンド始球式
• 応援団コンクール
• キッズベースボールデー
• 地元高校生等演技・演奏披露

 -チアリーダー部
 -吹奏楽部マーチングバンド
 -キッズチア

• プロ野球球団ファンクラブ会員割引入場
• 吉本興業所属タレントタイアップによるPR活動
• シンポジウム・トークショー開催

【第50回大会（2025年度）注目選手記者会見】

【第49回大会（2024年度）応援団コンクール最優秀賞（JR西日本）】

【第50回大会（2025年度）地元高校生等演技・演奏披露】
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（２）参考資料

【第50回大会（2025年度）
レジェンド始球式 近本光司
（阪神タイガーズ・元大阪ガ
ス）】
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２．現況
（１）組織概要

 【名称】 公益財団法人 日本野球連盟

  JAPAN AMATEUR BASEBALL ASSOCIATION （略称 JABA)

 【目的】 野球競技の普及振興を図り、もって児童・青少年の健全な育成

及び国民の心身の健全な発達に寄与し、または豊かな人間性を

涵養することを目的とする。



14

２．現況
（２）組織構成 2026年１月10日現在

①役員（25名）：会長１名、副会長２名、専務理事１名、常務理事４名、理事14名、監事３名

内、外部理事８名（外部理事比率36.4％）、女性理事４名（女性理事比率18.2％）

➁評議員（35名）：

内、外部評議員10名（外部評議員比率28.6％）、女性評議員４名（女性評議員比率11.4％）

➂加盟団体（62団体）

内訳：各地区連盟９団体、各加盟地方団体47団体、各加盟全国団体６団体

➃各種委員会（７委員会）

内訳：企画広報委員会・事業委員会・コンプライアンス委員会・クラブ野球活性化委員会・

 アスリート委員会及び同地域部会・規則・審判委員会及び同公式記録部会・アナウンス委員会
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２．現況
（３）組織図（Ⅰ）
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【ガバナンス（統治）７原則】

① 権限と責任の明確化
② 倫理的な行動、法令順守
③ 適正なルール改正
④ 透明性と説明責任
⑤ 戦略的計画・人材育成
⑥ 多様なステークホルダーの尊重
⑦ 効果的な財務運営
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２．現況
（３）組織図（Ⅱ）

公益財団法人 日本野球連盟

北海道地区連盟

東北地区連盟

北信越地区連盟

関東地区連盟

東海地区連盟

近畿地区連盟

中国地区連盟

四国地区連盟

九州地区連盟

北海道連盟

東北６県野球連盟・協会

北信越５県野球連盟

関東８都県連盟・協会

東海４県連盟・協会

近畿６府県連盟

中国５県連盟

四国４県連盟

九州８県連盟

加盟チーム
337チーム

会社 99チーム
（専門学校：６含む）

クラブ 238チーム

※2026年１月10日現在

加盟全国団体（６団体）

（公財）日本リトルリーグ野球協会、（一財）日本リトルシニア中学硬式野球協会、
（公財）日本少年野球連盟、 （一財）日本中学生野球連盟、
（一社)全日本少年硬式野球連盟、（一社）日本ポニーベースボール協会



地区 種別：チーム数 チーム一覧

北海道
20

会社：３ 【北海道3】航空自衛隊千歳/日本製鉄室蘭シャークス/北海道ガス

クラブ：17
【北海道17】帯広倶楽部VICROSS/ブレーブくしろ/小樽野球協会/JR北海道硬式野球クラブ/札幌倶楽部/ウイン北広島/ＷＥＥＤしらおい/江別ブルーインズ/オー
ル苫小牧/旭川グレート・ベアーズ/函館太洋倶楽部/HORNETS/TRANSYS/伊達ウォーリアーズ/北海ブルーウェーブ/東北海道サンライズ/トッキュウブルーロー
ズ

東北
70

会社：８ 【岩手2】ＪＲ盛岡/トヨタ自動車東日本、【宮城4】ＪＲ東日本東北/日本製紙石巻/七十七銀行/マルハン北日本カンパニー、【秋田2】ＪＲ秋田/TDK

クラブ：50

【青森3】全弘前倶楽部/キングブリザード/弘前アレッズ、【岩手20】赤崎野球クラブ/一戸桜陵クラブ/一関ベースボールクラブ/オール江刺/オール不来方/釜石
野球団/北上ＲＥＤＳ/久慈クラブ/雫石クラブ/住田硬式野球クラブ/高田クラブ/遠野クラブ/水沢駒形野球倶楽部/宮古倶楽部/盛友クラブ/花巻硬友倶楽部/黒陵ク
ラブ/盛岡球友倶楽部/ＭＫＳＩ BASEBALL CLUB/滝沢スイカーズ、【宮城7】石巻日和倶楽部/青葉クラブ/ＴＦＵクラブ/ハクサン/東北マークス/スターダス
ト/大崎トリプルクラウン、
【秋田7】秋田王冠クラブ/秋田GLANZ/秋田ベースボールクラブ/大曲ベースボールクラブ/能代松陵クラブ/互大設備ダイヤモンドクラブ/ゴールデンリバース、
【山形4】新庄球友クラブ/鶴岡野球クラブ/片山商会ＢＣ/B-net yamagata、【福島9】オールいわきクラブ/川俣クラブ/郡山ベースボールクラブ/小峰クラブ/全
白河野球クラブ/いわき菊田クラブ/ＡＬＬ北嶺/エフコムBC/FKC

活動休止：12
【会社1】きらやか銀行（山形）、【クラブ11】福高クラブ（岩手）、盛岡倶楽部（岩手）、前沢野球倶楽部（岩手）、サニークラブ（宮城）、一迫ベースボール
クラブ（宮城）、由利本荘ベースボールクラブ（秋田）、北斗野球クラブ（福島）、二本松クラブ（福島）、双葉相馬オーシャンズクラブ（福島）、郡山アスレ
チックスBC（福島）、EKC Baseball Club習志野SEALS（福島）

北信越
22

会社：６ 【長野1】FedEx、【新潟2】バイタルネット/ＪＲ新潟、【富山3】伏木海陸運送/ロキテクノ富山/IMF BANDITS 富山

クラブ：14
【長野5】信越硬式野球クラブ/長野好球倶楽部/佐久コスモスターズ硬式野球クラブ/千曲川硬式野球クラブ/上田硬式野球倶楽部、【新潟7】五泉クラブ/佐渡軍団
/オール飯豊/新潟クラブ野球団/新潟コンマーシャル倶楽部/野田サンダーズ/ 全新潟ブラックス、【富山1】富山ベースボールクラブ、【石川1】Hard Ball Club 
金沢

活動休止：２ 【クラブ2】越配ファイティング（新潟）、福井ミリオンドリームズ（福井）

17

２．現況
（４）加盟チーム一覧(No.1)

総合計 337（会社99・クラブ238） ＊休止27（会社4・クラブ23） 2026年1月10日現在



地区 種別：チーム数 チーム一覧

関東
104

会社：25
【茨城5】日本製鉄鹿島/日立製作所/JR水戸/茨城トヨペット/茨城日産、【栃木1】エイジェック、【群馬1】SUBARU、【埼玉4】日本通運/オールフロンティア/
ＳＵＮホールディングスEAST/テイ・エス テック、【千葉3】ＪＦＥ東日本/日本製鉄かずさマジック/JR千葉、【東京7】セガサミー/鷺宮製作所/JR東日本/東京
ガス/明治安田/NTT東日本/Honda、【神奈川4】日産自動車/ENEOS/三菱重工East/東芝

クラブ：75

【茨城9】大宮クラブ/全鹿嶋野球倶楽部/全神栖硬式野球部クラブ/全水戸野球クラブ/オール日立ドリームズ/鹿島レインボーズ/茨城ゴールデンゴールズ
/Tsukuba Club/Again Baseball Club、【栃木8】宇都宮大学OBクラブ/全足利クラブ/全栃木野球クラブ/UKクラブ/鹿沼３９/コットンウェイ硬式野球倶楽部/Ｔ
SK宇都宮/全那北硬式野球クラブ、【群馬4】伊勢崎硬建クラブ/太田球友硬式野球倶楽部/オール高崎野球倶楽部/太田暁工業硬式野球クラブ、【埼玉12】全浦和
野球団/全大宮野球団/全三郷硬式野球部/都幾川倶楽部硬式野球団/熊谷ZEROベースボールクラブ/レジェンズ/所沢グリーンベースボールクラブ/INVENTIVE/武
州おおぞら野球団/新座ダイヤモンドドックス/川口ゴールデンドリームス/3GoodGroup HOZEN noLIMITEDs、【千葉8】BIG WINGS印西/ヌーベルベースボール
クラブ/サウザンリーフ市原/ＹＢＣ柏/千葉熱血ＭＡＫＩＮＧ/Oceans/ハナマウイ/八千代Ageベースボールクラブ、【東京15】西多摩倶楽部/ＲＥＶＥＮＧＥ９９
/東京弥生クラブ/THINKフィットネス・GOLD'S GYMベースボールクラブ/警視庁野球部/TOKYO METS/エスプライド/全調布硬式野球倶楽部/全府中野球倶楽部
/武蔵野クラブ/東京好球倶楽部/Hogrel Baseball Club/Ｎｂｕｙ/夕凪SO BLUE/CLUB REBASE、
【神奈川12】WIEN BASEBALL CLUB/全川﨑クラブ/横浜球友クラブ/横浜金港クラブ/相模原クラブ/京浜野球倶楽部/湘南ひらつかマルユウベースボールクラブ/
横浜中央クラブ/国際総合伊勢原クラブ/横浜ベイブルース/茅ヶ崎サザンカイツ/リベラック小田原、【山梨7】甲斐府中クラブ/南アルプス硬式野球倶楽部/桂倶楽
部/山梨球友クラブ/TSUKUMO BASEBALL CLUB/B-NEXT/Arts International Club

活動休止：４ 【会社2】深谷組（埼玉）、ＪＰアセット証券（東京）、【クラブ2】東京ＬＢＣ（東京）、ジェイファム（神奈川）

東海
28

会社：11
【静岡1】ヤマハ、【愛知8】王子/ＪＲ東海/日本製鉄東海ＲＥＸ/東海理化/東邦ガス/トヨタ自動車/三菱自動車岡崎/ジェイプロジェクト、【岐阜1】西濃運輸、
【三重1】Honda鈴鹿

クラブ：15
【静岡6】静岡硬式野球倶楽部/富士クラブ/ヤマハ発動機野球部/浜松ケイ・スポーツＢＣ/山岸ロジスターズ/焼津マリーンズ、【愛知5】愛知ベースボール倶楽部
/BASEBALL ONE BLITZ/Fakie Style硬式野球クラブCENTRAL ARCH/矢場とんブースターズ/寿々硬式野球クラブ、【岐阜2】岐阜硬式野球倶楽部/日本プロス
ポーツ専門学校、【三重2】奥伊勢クラブ/三重高虎B.C

活動休止：２ 【会社1】河合楽器（静岡）､【クラブ1】ジェイグループ（愛知）

近畿
54

会社：18
【滋賀3】ルネス紅葉スポーツ柔整専門学校/カナフレックス/ムラチグループ、【京都3】島津製作所/日本新薬/ニチダイ、【大阪6】NTT西日本/大阪ガス/パナソ
ニック/日本生命/履正社スポーツ専門学校/ミキハウス、【兵庫5】日本製鉄瀬戸内/三菱重工West/ＹＢＳホールディングス/アスミビルダーズ/サムティ、【奈良
1】SUNホールディングスWEST

クラブ：36

【滋賀5】瀬田クラブ/全大津野球団/ルネス紅葉アカデミークラブ/ＯＢＣ高島/湖南ベースボールクラブ、【京都7】京都フルカウンツ/京都城陽ファイアーバーズ
/山城ベースボールクラブ/三菱自動車京都ダイヤフェニックス/京都ジャスティス/ＤＢグラッズ/BーBACKS、【大阪7】NSBベースボールクラブ/大阪ウイング硬
式野球クラブ/泉州大阪野球団/BASEBALL ONE YAO.BC/関西硬式野球クラブ/履正社ベースボールクラブ/大阪ホークスドリーム、【兵庫7】JRSレールスターズ/
関メディベースボール学院/兵庫県警察硬式野球部県警桃太郎/KC兵庫/NOMOベースボールクラブ/Jffシステムズ/金次郎・関西、【和歌山1】マツゲン箕島硬式野
球部、【奈良9】関西HANG硬式野球団/NARA Ambitions club/大和高田クラブ/一城クラブ/帝塚山大学OBクラブ/奈良Friend BASEBALL CLUB/奈良Jメンテナン
ス野球クラブ/GXAジェッツ/NineForce

18

２．現況
（４）加盟チーム一覧(No.２)



地区 種別：チーム数 チーム一覧

中国
20

会社：８
【岡山3】三菱自動車倉敷オーシャンズ/ショウワコーポレーション/シティライト岡山、【広島4】ＪＲ西日本/ツネイシブルーパイレーツ/伯和ビクトリーズ/ＪＦ
Ｅ西日本、【山口1】日本製鉄山口

クラブ：11
【岡山1】倉敷ピーチジャックス、【広島5】広島鯉城クラブ/ＭＳＨ医療専門学校/福山ローズファイターズ/三原ヤッサベースボールクラブ/広島ベースボールク
ラブ、【山口4】航空自衛隊防府クラブ/山口防府ベースボールクラブ/岩国五橋クラブ/三和テクノイノベーション、【島根1】MJG島根

活動休止：１ 【クラブ1】鳥取PearKings（鳥取）

四国
７

会社：３ 【香川2】ＪＲ四国/アークバリア、【高知1】四国銀行

クラブ：４ 【愛媛2】松山フェニックス/イワキテック、【徳島2】徳島野球倶楽部/TOKUSHIMA ASTROS

九州
39

会社：17
【福岡6】KMGホールディングス/ＪＲ九州/日産自動車九州/沖データコンピュータ教育学院/西部ガス/エーアールライノス、【大分3】日本製鉄九州/九州総合ス
ポーツカレッジ/佐伯市硬式野球団、【熊本3】Honda熊本/九州工科自動車専門学校/熊本ゴールデンラークス、【宮崎3】宮崎梅田学園/宮崎福祉医療カレッジ/新
海屋、【沖縄2】沖縄電力/エナジック

クラブ：16
【福岡8】福岡ベースボールクラブ/北九州市民硬式野球クラブ/嘉麻市バーニングヒーローズ/CKGアカデミー/REXパワーズ/ARC九州/GENESIS FUKUOKA/福岡
トヨタ硬式野球クラブ FTサンダース、【佐賀1】佐賀魂、【大分1】BAN BASEBALL CLUB、【鹿児島2】鹿児島ドリームウェーブ/薩摩ライジング、
【沖縄4】てるクリニック/クリード安仁屋ベースボールクラブ/ビッグ開発ベースボールクラブ/シンバネットワーク アーマンズ ベースボールクラブ

活動休止：６
【クラブ6】ビクトリークロウ（佐賀）、ＳＵＮホールディングス長崎（長崎）、八代レッドスター硬式野球クラブ（熊本）、BEZEL sports academy（大分）、
宮崎灼熱フェニックス（宮崎）、薩摩（鹿児島）

19

２．現況
（４）加盟チーム一覧(No.３)



20

２．現況
（５）登録者数・会員数

【2025年度加盟チーム登録数】

会社 会社扱 クラブ 合計

93 6 237 336

【2025年度競技者等登録数】

役員数 競技者数 合計

2,406 11,882 14,288

【2025年度JABAファンクラブ会員数】

ゴールド スタンダード 合計

1,486 2,160 3,646
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３．JABA第２期中期基本計画(2026-2029)
（１）現状分析

プラス要因 マイナス要因

内
部
環
境

外
部
環
境

強 み 弱 み

・アマチュア野球の最高レベルの水準

・社会人野球の歴史と伝統
…プロ野球界で活躍する多くの選手を輩出
…2029年第100回都市対抗野球大会は、 社会人野球の

 存在感を高める機会となる。

・地域社会への貢献大

・アマチュア最高レベルの水準にありながら一般から
の認知度が低い

・偏った収益構造（都市対抗野球大会の収益に依存）

機 会 脅 威

・2023年WBC優勝により野球への関心が高まった

・2026年アジア競技大会（名古屋/愛知）への社会人代表チームの
出場により、社会人野球の存在感が高まる。

・2028年ロサンゼルスオリンピックで野球が実施競技に採用された
ことで、野球への関心が高まる。

・野球競技人口の減少

・中学運動部活動の地域移行による受け皿の減少

・大会運営にかかる各種費用の高騰
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３．JABA第２期中期基本計画(2026-2029)
（２）活動(項目・活動方針)と目標

【ＪＡＢＡ三大大会（都市対抗野球大会、社会人野球日本選手権大会、全日本クラブ野球選手権大会）
の価値向上】

①活動方針
▽三大大会共通

・各大会の価値向上を目指す運営改革案を策定し、実施します。
・来場者拡大策を策定し、実施します。
・冠スポンサーを含め、さらなる協賛社を獲得します。
・事業収益拡大策を策定し、実施します。

▽都市対抗
・第１００回大会（２０２９年度）記念事業計画を策定し、実施します。

▽日本選手権
・新たな関連イベントを企画します。

▽クラブ野球選手権
・クラブチームの運営力や技術力向上による大会のレベルアップをはかります。
・第50回大会（2026年）の記念事業（準決勝、決勝の東京ドーム開催など）実施による盛り上げをはかります。

②目標
・来場者数（総入場者数、１試合平均入場者数）の拡大による収益増を目指します。
・ライブ配信視聴者数の拡大を目指します。
・露出拡大による大会の認知度アップを目指します。
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３．JABA第２期中期基本計画(2026-2029)
（２）活動と目標

【社会人代表チームの強化】

①活動方針
各国際大会へ向けた強化事業を確立します。

▽代表チーム強化
・各年度における社会人トップレベルの選手による強化合宿を実施します。

▽ジュニア層からの発掘・育成
・アスリート委員会委員による情報収集をはかります。
・全日本ジュニア強化合宿を実施します。
・アジアウインターリーグにチームを派遣します。

②目標
下記の大会における優勝を目指します。

▽アジア競技大会
・２０２６年度第２０回大会（名古屋／愛知）
・２０３０年度第２１回大会（ドーハ）
▽ＢＦＡアジア野球選手権
・２０２７年度第３２回大会（開催地未定）
・２０２９年度第３３回大会（開催地未定）
▽ＷＢＳＣ Ｕ－２３ワールドカップ
・２０２６年度第6回大会（ニカラグア）
・２０２８年度第7回大会（開催地未定）
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３．JABA第２期中期基本計画(2026-2029)
（２）活動と目標

【ガバナンス強化】

①活動方針
本連盟並びに各地区連盟、各加盟地方団体のガバナンス強化をはかります。

②目標
・2027年５月の役員改選時に女性理事割合40%以上、2029年５月の役員改選時に

女性評議員割合40％以上とします。
・各地区連盟、各加盟地方団体の法人化を促進します。
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３．JABA第２期中期計画(2026ー2029)
（３）SDGs関連
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３．JABA第２期中期計画(2026-2029)
（３）SDGs関連

【海外への中古野球用具の寄付】
都市対抗野球大会期間中に加盟チームや来
場者に呼び掛けて中古野球用具を寄付して
もらい、野球用具が不足している国に送る
活動です。2026年以降も実施予定です。
2023年はミクロネシア連邦、2024年はパラ
オ共和国、2025年はキューバ共和国に寄付
しました。

【アオダモ資源育成の会の活動に賛同】
毎年、特定非営利法人「アオダモ資源育成の
会」に都市対抗野球大会の収益から一定額を
寄付し、植樹活動に賛同しています。

【木製折損バットリサイクル活動】
同会の「木製折損バットリサイクル」活動に
協力している木工製品加工業者をＪＡＢＡ加
盟チームに紹介、同社への破損バットの提供
を呼びかけました。2025年には16チームか
ら計73本が寄贈され、売上金は植樹支援基
金となっています。



27

人事戦略の策定・実施による
経営基盤強化

• 連盟事業推進に資する中長期的な人材確保

連盟ガバナンス整備・確保

• NFの事業運営における適正性の確保

持続的な連盟価値の向上
• ミッションならびにビジョンの実現
• 行動基準・行動指針に準じた職務遂行

『JABA FAIR AND SQUARE』
～正々堂々と。～

４．人材の採用及び育成に関する計画
（１）本計画の目的

本計画の目的は、スポーツ庁ガバナンスコードの求めに応じるだけではなく、人材の流動性を考慮した人事戦略を策定・実施する
ことで、当連盟の経営基盤を強化し、持続的な連盟価値向上を図ることにあります。
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４．人材の採用及び育成に関する計画
（２）前期の計画を振り返って

ア 人事管理
（ア）計画的な採用

a.採用計画に基づき2024年3月に1名の出向者を受け入れ、2025年12月に中途で1名を採用しました。

（イ）評価制度の整備
a.2023年3月「人事考課規程」を制定、能力評定と業績評定を導入しました。

能力評定の対象期間は、当年1月から当年12月までとし、翌年の2月末までに評定を実施します。
また、業績評定の対象期間は、当年3月から翌年2月までとし、翌年3月以降に評定を実施することとしました。

b.能力評定の結果は、翌年の3月の昇降格において勘案し、業績評定の結果は翌年6月及び12月の賞与支給率に
反映させることとしました。

イ 育成
（ア）研修の実施

a.2023年2月コンプライアンス担当者による第5回スポーツ・コンプライアンスオフィサー（SＣO）養成講習会受講しました
b.コンプライアンス研修の一環として毎年YouＴubeを視聴する形で研修を実施しました。
   2022年度「中央競技団体役員向けコンプライアンス研修」
   2023年度「令和4年度スポーツガバナンスウェイブサイト登録団体対象コンプライアンス研修」
   2024年度「令和5年度スポーツガバナンスウェイブサイト登録団体対象コンプライアンス研修」
   2025年度「スポーツ団体におけるハラスメントの防止に向けて」
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４．人材の採用及び育成に関する計画
（２）前期の計画を振り返って

ウ 労務
（ア）職場環境づくり

当連盟のコンプライアンス確保に向け、「働きがい」があり「働きやすさ」のある職場環境を実現すべく2022年度第２回定時理事会に
おいて就業規則等の改正並びに制定が承認されました。

a.改正
（a） 事務局職員就業規則（有期フルタイム契約職員就業規則を含む）

■新たに追加した内容
・フレックスタイム制度の導入
・夏季休暇（３日間の有給休暇）の導入
・育児休業等の措置
・介護休暇等の措置
・昇降格・昇降給

■修正した内容
・服務規律の明文化
・懲戒処分の内容変更

（b）事務局職員給与規程
（c）定年後における継続雇用に関する規程
（d）処分基準ガイドライン
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４．人材の採用及び育成に関する計画
（２）前期の計画を振り返って

b. 制定
（a）規程

 ・人事考課規程
 ・在宅勤務規程
 ・介護休業規程
 ・育児休業規程
 ・ハラスメント防止規程

（b）内部規則
    ・降格手続に関する内部規則
    ・永年勤続表彰に関する内部規則

・中途採用の初任給決定方法に関する内部規則
・定年後における継続雇用に関する内部規則
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４．人材の採用及び育成に関する計画
（３）本計画について

ア 人事管理
（a）職員の採用

2029年度までに２名の職員（出向者を含む）を採用します。
採用スケジュールは下記の通りです。

2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

中 途 採 用 ●

出 向 者 ●

（b）能力評定シート並び業績評定シート運用の定着化
  2023年度に導入した両評定シートの運用の定着化を図ると同時に内容の見直しも適宜図っていきます。

イ 育成
（a）自ら課題を見つけ、自ら考え行動できる職員を育成します。
（b）管理者による指導のもと、部下の能力を最大限に引き出し、自信と成長を促します。
（c）業績評定シートを活用し、専門性及びスキル向上をフォローしていきます。
（d）効率的な業務遂行、時間外勤務の削減、休暇取得を促進していきます。

ウ 労務
前期に改正及び制定した事務局職員就業規則等の運用を定着させていきます。

● 採用時期を示しています
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５．公益財団法人日本野球連盟における財務の健全性に関する計画について

（１）はじめに

本計画は中期基本計画と同時に策定し、2022年3月に公表、4年間取り組んできた成果を検証し、新たに2026年～2029年までの

4ヶ年計画を策定しました。

本計画がスタートした2022年3月時点ではコロナ禍の終息が見えず、赤字脱却が厳しい状況の中、4ヶ年の収支計画を立て

取り組んでまいりました。

当連盟の会期は、3月1日～翌年2月末日であり、次年度の事業計画及び予算書は、2月の定時理事会、前年度の事業報告及び

決算書は、5月の評議員会でそれぞれ承認された上でHP上で公表しています。

内閣府に対して、当該年度の2月末までに次年度の事業計画及び予算書、5月には前年度の事業報告及び決算書（財務諸表等）を

提出しています。
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５．公益財団法人日本野球連盟における財務の健全性に関する計画について

（２）検証（2022年度～2025年度）

ア コロナ禍の影響により、当面、赤字脱却は厳しいと考え2022年～2024年までは赤字を、2025年にようやく赤字を脱却、
黒字に転換するといった収支計画を立てましたので、それを基に検証しました。ただし、2022年3月時点での収支計画であり、
実際には、毎年の理事会において予算が承認され、その予算をもって運営を行っているため当初の収支計画とは乖離しています。

イ 2022年度
（a） 赤字（△28,250千円）が一転黒字（79,665千円）転換
（b） 黒字転換の主な要因

・コロナ禍による入場制限がある中、都市対抗及び日本選手権の入場数の大幅増
・コロナ禍による国からの助成金
・日本選手権における大会協賛大幅増

ウ 2023年度
（a）赤字予想（△27,010千円）が黒字（34,604千円）を計上
（b）黒字転換の主な要因

・2023年5月新型コロナウイルス感染症が5類に変更され、大会開催の制限を撤廃されたことに伴い都市対抗及び日本選手権の
入場数が前年比増

・日本選手権における大会協賛増
・コロナ対策費用が大幅減

エ 2024年度
（a）赤字予想（△8,710千円）が黒字（22,706千円）を計上
（b）黒字転換の主な要因

・都市対抗及び日本選手権の入場数が前年比増
・日本選手権における大会協賛増
・コロナ対策費用が大幅減
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５．公益財団法人日本野球連盟における財務の健全性に関する計画について

（２）検証（2022年度～2025年度）

オ 2025年度 

   （a）黒字転換予想（4,490千円）が黒字（65,456千円）を計上

   （b）黒字転換の主な要因

・都市対抗及び日本選手権の入場数が前年比増

・日本選手権における大会協賛増

・コロナ対策費用がゼロ
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５．公益財団法人日本野球連盟における財務の健全性に関する計画について

（２）検証（2022年度～2025年度）
2022年予算 2022年決算 2023年予算 2023年決算 2024年予算 2024年決算 2025年予算 2025年決算見込

収入 運用益 35,000 6,874 40,000 7,334 40,000 37,930 40,000 173,437

受取登録料等 73,100,000 73,964,000 53,000,000 44,624,000 54,000,000 45,582,000 55,000,000 45,019,000

都市対抗野球大会事業収益 383,381,000 448,065,625 420,000,000 551,416,329 450,000,000 602,423,058 470,000,000 705,711,512

社会人日本選手権大会事業収益 139,635,000 183,624,503 150,000,000 189,883,418 155,000,000 185,907,051 160,000,000 204,667,463

全日本クラブ野球選手権大会事業収益 1,150,000 1,717,715 2,000,000 1,105,700 2,500,000 1,105,605 3,000,000 1,637,100

その他事業収益 150,000 161,508 0 686,218 0 703,182 0 777,602

受取寄附金等 12,950,000 6,900,000 12,950,000 7,900,000 12,950,000 9,400,000 12,950,000 10,400,000

受取助成金等 39,080,000 60,216,828 20,000,000 16,183,684 20,000,000 16,881,200 20,000,000 17,165,000

物販事業収益 16,500,000 15,503,267 17,000,000 14,851,081 18,000,000 16,116,309 19,000,000 16,637,861

雑収益 503,000 364,658 500,000 618,532 500,000 896,620 500,000 690,869

収入合計 666,484,000 790,524,978 675,490,000 827,276,296 712,990,000 879,052,955 740,490,000 1,002,879,844

支出 都市対抗野球大会事業費 325,000,000 333,920,607 360,000,000 383,075,283 375,000,000 446,665,168 385,000,000 500,089,958

社会人日本選手権大会事業費 159,650,000 179,721,616 150,000,000 176,418,268 152,500,000 179,629,443 155,000,000 201,086,968

全日本クラブ野球選手権大会事業費 14,500,000 9,890,827 13,000,000 14,769,966 13,200,000 11,747,829 13,500,000 18,655,313

その他大会事業費 12,500,000 12,888,997 12,500,000 16,597,758 12,500,000 14,197,580 12,500,000 13,305,719

研修事業費 1,400,000 748,000 1,500,000 2,464,308 1,500,000 2,126,369 1,500,000 2,017,442

競技力向上事業費 9,000,000 12,154,490 9,000,000 24,397,882 9,000,000 24,670,437 9,000,000 18,146,821

普及振興事業費（国内・国際） 22,600,000 9,159,005 20,000,000 28,801,031 20,000,000 29,753,520 20,000,000 29,016,932

広報活動事業費 27,780,000 28,887,748 28,000,000 21,607,838 29,000,000 21,845,638 30,000,000 22,682,274

物販事業費 14,200,000 13,441,258 15,000,000 16,085,446 15,500,000 15,826,227 16,000,000 16,144,133

管理費他 104,600,000 107,542,584 90,000,000 105,950,671 90,000,000 105,881,199 90,000,000 112,774,177

支払負担金 3,504,000 2,504,000 3,500,000 2,504,000 3,500,000 4,004,000 3,500,000 3,504,000

支出合計 694,734,000 710,859,132 702,500,000 792,672,451 721,700,000 856,347,410 736,000,000 937,423,737

収支 収支差額 -28,250,000 79,665,846 -27,010,000 34,603,845 -8,710,000 22,705,545 4,490,000 65,456,107



36

５．公益財団法人日本野球連盟における財務の健全性に関する計画について

（３）今後の財務の健全性確保策（2026年度～2029年度）

ア コロナ禍で2020年度及び2021年度の2ヵ年で約220,000千円減少した正味財産は、第1期中期基本計画期間中に約201,431千円を

復元できました。第2期中期基本計画並び第3期中期基本計画の8ヵ年において2019年度までの正味財産の水準まで引き上げます。 

イ 具体策

（a）都市対抗の収益増

・観客動員

・収益事業

・広報活動

（b）日本選手権の収益増

・観客動員

・収益事業

・広報活動

（c）既存事業の見直しによるコスト削減

（d）適正な予算執行とコスト意識の徹底
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５．公益財団法人日本野球連盟における財務の健全性に関する計画について

（３）今後の財務の健全性確保策（2026年度～2029年度）

2026年予算 2027年予算 2028年予算 2029年予算

575,813,938 548,124,088 574,624,088 604,664,088

収入 運用益 400,000 500,000 40,000 40,000

受取登録料等 46,100,000 47,000,000 54,000,000 55,000,000

都市対抗野球大会事業収益 728,233,200 800,000,000 820,000,000 840,000,000

社会人日本選手権大会事業収益 213,320,950 220,000,000 225,000,000 230,000,000

全日本クラブ野球選手権大会事業収益 2,800,000 1,500,000 1,500,000 1,500,000

その他事業収益 850,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000

受取寄附金等 6,900,000 7,000,000 7,000,000 7,000,000

受取助成金等 16,000,000 16,000,000 16,000,000 16,000,000

物販事業収益 17,500,000 18,500,000 19,000,000 20,000,000

雑収益 530,000 500,000 500,000 500,000

収入合計 1,032,634,150 1,112,000,000 1,144,040,000 1,171,040,000

支出 都市対抗野球大会事業費 561,200,000 600,000,000 620,000,000 700,000,000

社会人日本選手権大会事業費 212,950,000 220,000,000 225,000,000 230,000,000

全日本クラブ野球選手権大会事業費 38,180,000 20,000,000 20,000,000 20,000,000

その他大会事業費 15,000,000 15,000,000 15,000,000 15,000,000

研修事業費 4,200,000 4,500,000 4,500,000 4,500,000

競技力向上事業費 22,700,000 23,000,000 23,000,000 23,000,000

普及振興事業費（国内・国際） 41,300,000 37,000,000 37,000,000 37,000,000

広報活動事業費 31,800,000 32,000,000 33,000,000 34,000,000

物販事業費 15,400,000 15,500,000 16,000,000 16,500,000

管理費他 114,090,000 115,000,000 117,000,000 117,000,000

支払負担金 3,504,000 3,500,000 3,500,000 3,500,000

支出合計 1,060,324,000 1,085,500,000 1,114,000,000 1,200,500,000

収支 収支差額 -27,689,850 26,500,000 30,040,000 -29,460,000

548,124,088 574,624,088 604,664,088 575,204,088

期首残高

期末残高

※2026年度予算期首残高は、2025年度決算見込（2,026年1月28日現在）による。

収　支　計　画
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